
�
��������������������������������	
�

��	
�

　

幼
稚
園
で
は
、
幼
児
が
身
近
な

環
境
を
生
か
し
、
心
を
動
か
す
感

動
体
験
や
、
友
達
や
人
と
の
つ
な

が
り
を
感
じ
、
協
同
す
る
喜
び
を

味
わ
え
る
活
動
を
、
大
切
に
考
え

て
い
ま
す
。

　

そ
う
し
た
活
動
の
一
つ
に
野
菜

作
り
が
あ
り
ま
す
。
畑
や
大
き
め

の
植
木
鉢
を
利
用
し
て
、
玉
ネ
ギ
、

ジ
ャ
ガ
イ
モ
、
ピ
ー
マ
ン
、
ト
マ

ト
、
キ
ュ
ウ
リ
な
ど
を
育
て
て
い
ま
す
。

　

自
分
の
手
で
苗
を
植
え
、
土
を
か
け
、
水
を
遣

り
、
時
に
は
野
菜
に
話
し
か
け
な
が
ら
時
間
を
か

け
て
大
切
に
育
て
ま
す
。
教
育
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の

先
生
か
ら
育
て
方
や
野
菜
の
特
徴
に
つ
い
て
話
を

聞
き
、
や
が
て
収
穫
の
と
き
を
迎
え
ま
す
。
子
ど

も
た
ち
は
、
掘
っ
た
ジ
ャ
ガ
イ
モ
を
順
番
に
並
べ
、

そ
の
長
さ
に
驚
い
た
り
、
大
き
さ
に
違
い
が
あ
る

こ
と
に
気
付
い
た
り
、
数
を
数
え
た
り
し
て
、
体

験
を
通
し
て
さ
ま
ざ
ま
な
こ
と
を
実
感
し
学
び
ま

す
。
次
に
、
収
穫
し
た
野
菜
を
材
料
に
し
て
、
カ

レ
ー
会
食
を
計
画
し
ま
す
。
こ
こ
で
も
、
買
い
物
、

皮
む
き
、
野
菜
切
り
、
会
食
と
体
験
を
重
ね
て
い

き
ま
す
。
最
初
は
緊
張
し
て
い
た
子
ど
も
た
ち
も
、

お
店
の
人
と
会
話
を
進
め
る
う
ち
に
笑
顔
に
な
り

ま
す
。
こ
の
こ
と
を
き
っ
か
け
に
商
店
街
の
七
夕

飾
り
を
園
児
が
作
り
、
地
域
と
の
つ
な
が
り
に
発

展
し
て
い
っ
た
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。

　

年
長
児
を
中
心
と
し
た
カ
レ
ー
作
り
で
は
、
玉

ネ
ギ
の
皮
む
き
で
目
を
赤
く
潤
ま
せ
た
り
、
初
め

て
包
丁
を
使
っ
た
り
と
緊
張
し
な
が
ら
も
子
ど
も

た
ち
は
、
最
後
ま
で
真
剣
な
表
情
で
取
り
組
ん
で

い
ま
し
た
。
こ
う
し
て
、
カ
レ
ー
会
食
は
始
ま
り
、

子
ど
も
た
ち
は
大
喜
び
で
何
杯
も
お
か
わ
り
を
し

ま
す
。
家
庭
で
は
嫌
い
な
野
菜
で
も
、
園
で
調
理

し
た
野
菜
な
ら
不
思
議
と
食
べ
る
子
ど
も
た
ち
。

　

毎
日
心
を
込
め
て
水
や
り
を
し
、
自
分
の
手
で

収
穫
を
し
、
友
達
と
一
緒
に
食
べ
た
り
す
る
楽
し

い
雰
囲
気
や
、
一
体
感
・
達
成
感
か
ら
で
し
ょ
う
。

　

こ
れ
か
ら
も
野
菜
づ
く
り
を
通
し
て
、
育
て
る

楽
し
さ
、
食
べ
る
楽
し
さ
や
食
べ
物
へ
の
感
謝
の

気
持
ち
と
、
地
域
の
か
た
と
の
触
れ
合
い
を
大
切

に
、
豊
か
な
実
体
験
を
広
げ
て
い
き
ま
す
。
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の
ペ
ー
ジ
を
探
す
た
め
の
便
利
な
リ
ン

　

ク
や
機
能
を
紹
介
し
て
い
ま
す
。
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充
実
し
て
ほ
し
い
情
報
と
し
て
は
、「
観

光
・
イ
ベ
ン
ト
」〈
８
件
〉、「
市
の
施
策
・
計

画
」〈
７
件
〉、「
子
育
て
・
教
育
」〈
６
件
〉と

続
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、Ｃ
Ｍ
Ｓ（
コ
ン
テ
ン
ツ
・
マ
ネ
ジ

メ
ン
ト
・
シ
ス
テ
ム
）の
説
明
が
な
い
な
ど

の
ご
指
摘
が
あ
り
ま
し
た
。

　

市
で
は
、
皆
さ
ん
か
ら
お
寄
せ
い
た
だ

い
た
ご
意
見
を
参
考
に
し
、各
課
と
協
議
・

調
整
を
行
い
、
今
後
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

の
一
層
の
充
実
に
努
め
ま
す
。

　教育委員会では、市立の小・中学校への就学について、住所地により定められ
た校区に基づき、学校を指定しています。しかし、下記のような特別な事情がある
場合には、保護者の申し出により、指定校以外の学校への就学が認められる場合が
あります。詳しくは、上記へご相談ください。
※いずれの場合も、保護者の責任のもと、通学の安全が確保できる場合に限ります。
※原則として毎年申請が必要です。
※ケースにより添付書類が異なる場合があります。

　

本
紙
八
月
一
日
号
で
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
へ
の
ご
意
見
を
募
集
し
ま
し
た
と
こ
ろ
、

十
代
か
ら
七
十
歳
代
の
十
六
人
の
か
た
か

ら
、
貴
重
な
ご
意
見
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
に
ご
協
力
い
た
だ
き
、

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

今
回
は
、
い
た
だ
い
た
ご
意
見
の
概
要

と
併
せ
て
、
市
の
今
後
の
対
応
に
つ
い
て

お
知
ら
せ
し
ま
す
。
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市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
利
用
す
る
目
的
に

つ
い
て
お
た
ず
ね
し
た
と
こ
ろ
、
次
の
よ

う
な
結
果
で
し
た
。〈
複
数
選
択
〉

①
行
政
サ
ー
ビ
ス
・
各
種
手
続
き〈　

件
〉

12

②
イ
ベ
ン
ト
・
行
事
の
情
報〈　

件
〉

11

③
施
設
情
報〈
７
件
〉

④
計
画
・
経
営
・
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト〈
６
件
〉

　

ま
た
、利
用
し
た
具
体
的
な
内
容
に
つ

い
て
お
た
ず
ね
し
た
と
こ
ろ
、
次
の
よ
う

な
結
果
で
し
た
。〈
複
数
選
択
〉

①
イ
ベ
ン
ト
・
講
座〈　

件
〉

11

②
広
報
あ
し
や
オ
ン
ラ
イ
ン〈
８
件
〉

③
市
政
の
動
向
・
予
算〈
７
件
〉

④
観
光
・
各
種
手
続
き〈
各
４
件
〉
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目
的
の
ペ
ー
ジ
が
探
し
や
す
い
か
探
し

に
く
い
か
を
お
た
ず
ね
し
た
と
こ
ろ
、

「
ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
探
し
に
く
い
」
と

答
え
た
か
た〈
８
件
〉、「
ど
ち
ら
か
と
い
え

ば
探
し
や
す
い
」
と
答
え
た
か
た〈
６
件
〉

と
い
う
結
果
で
し
た
。

　

さ
ら
に
、「
欲
し
い
情
報
が
見
つ
か
ら
な

か
っ
た
」と
答
え
た
か
た〈
１
件
〉に
、そ
の

内
容
を
お
聞
き
し
た
と
こ
ろ
、『
自
転
車
な

ど
リ
サ
イ
ク
ル
の
申
し
込
み
場
所
や
日

程
』、『
子
宮
頸
が
ん
や
予
防
接
種
の
実
施

医
療
機
関
や
助
成
金
』と
の
回
答
で
し
た
。

　

こ
う
し
た
ご
意
見
を
基
に
、市
で
は
、次

の
よ
う
な
対
応
を
し
ま
し
た
。

①
新
規
ペ
ー
ジ
に「
リ
ユ
ー
ス
フ
ェ
ス
タ
」

　

を
公
開
し
ま
し
た
。

②
予
防
接
種
の
内
容
が
探
し
や
す
い
よ
う

　

に
、入
口
を
増
や
し
ま
し
た
。

③
新
規
ペ
ー
ジ「
サ
イ
ト
構
成
」で
、目
的
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12日～平成23年３月18日（金）午前10時～11時30分＜全５回＞　���　市民センター
��　「阪神間の近代から」・「兵庫県の成立」・「こよみの生活史」ほか　���　園田
名誉教授・田辺眞人氏　���　60人　����　2,100円

���	
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11日～25日（木）午前９時30分～11時30分＜全３回＞　���　市民センター 203室ほ
ノートパソコンを持参でき、ゆっくりでも文字入力ができるかた　���　ワードで
　���　パソコン講師・都井すま子氏　���　18人　����　1,500円

10月29日（金）〈消印有効〉までに、はがきかファクスに、講座名・住所・氏名・電話番号を
記入し、公民館へ。＊応募多数の場合は抽選（市内在住者優先）
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���　10月27日～11月10日〈火曜日休館〉　���　市民センター展示場

�������	
���
�����

��������

�������
���　10月31日（日）午前10時～11時30分　�
��　ＪＲ芦屋駅改札口前　���　徳本上人
名号塔・富田砕花旧居などの史跡を、当館学芸員
が案内〈約2.5㎞・雨天決行〉　���　15人　�
����　往復はがきに、住所・氏名・年齢・電話
番号を明記し、10月22日（金）〈必着〉で下記へ

����������	
��	��
�������	
��
����������
���　10月30日（土）午後１時30分～３時　�
��　体験学習室　���　〈みやび流〉小西聡
甫氏・小西松甫氏　����　2,000円（実費）　
�����　往復はがきに、住所・氏名・年齢・電
話番号を明記し、10月25日（月）〈必着〉で下記へ

�������	
�
���　10月22日（金）午後１時30分～３時　�
��　講義室　����　500円（観覧料含む）・
歌集のないかたは歌集代1,000円別

�������	
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�������
���������	
��
�	�	��

�������
�������～３時30分　���　体育
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28日（木）午前10時30分～正午　�
　���　夢野久作作品「ドグラ・
・作家の心情など　���　16人
300円　�����　下記へ
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24日（水）午後２時～３時30分　�
ホール　���　第46回谷崎潤一
部和重氏による講演会　���　
整理券）　�����　往復はが
）に、住所・氏名・年齢・電話番号を
1日（日）＜必着＞までに下記へ
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�������　前山公園
�� � � � �　総合公園　ビオトープの生き物観察会
　　　　　　　　山手幹線全線開通記念ウォーク
　　　　　　　　第22回あしや秋まつり
��������　打出小槌古墳は
　　　　　　　　　　阪神間最大の前方後円墳
�� � � ��市役所北側花壇の植替え・庭園都市宣言石碑除幕式
　　　　　　　　市制施行70周年記念式典
　　　　　　　　市制施行70周年メモリアル植樹
�������　写真で振り返る「芦屋市制の70年」
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① 8 :30
②12:00
③16:00
④18:15
⑤22:45
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　一番印象に残ったことは、老健施設での体験です。
そこでは、患者さんの食事のお手伝いをさせていた
だきました。中にはスープを口に運べなかったり、
こぼしてしまう人がいました。私たちは最初、「どう
やってお手伝いすればいいんだろう」と不安や心配
でいっぱいでした。でも患者さんと「おいしいです
か？」「何が一番好きですか？」などとお話するうち
に、だんだん気持ちが落ち着いてきました。さらに
患者さんに「○○さん、ご飯しか減っていませんよ。
おかずも食べましょう」と言うと「はい」と返事を
してくださいました。私はとてもうれしくて、働く
ことの楽しさを感じることができました。私はこの
１週間で働くことの厳しさと人と接することの楽し
さを学びました。失敗もありましたが、一緒に行っ
た３人で協力して乗り越え、とても充実したものに
なりました。今回のトライやる・ウィークで病院に
行くことができ、よかったと思っています。それに
「人生の先輩」からたくさんのことを教えていただ
きました。今後に活かしていきたいと思いました。
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　「おはようございます」この言葉がみんなを気持ち
よく迎えるとても大切なものだと教えてくれたのは
子どもたちです。ちゃんと言えるかなとドキドキし
ながらもあいさつをすると、みんな「おはようござ
います」と返してくれました。とてもうれしかった
です。あいさつはみんなにスイッチを入れる大切な
ものだと改めて感じました。優しさについて教えて
くれたのも子どもたちでした。ある女の子が自分の
水筒を持って行くついでに、みんなの水筒も両手に
いっぱい抱えて渡していました。素直さから優しさ
が生まれるのだと分かりました。また幼稚園の先生
がたの工夫も、少しは分かった気がします。大切だ
と思ったことは、過ごしやすい環境を整えること、
目を見て話を聞くこと、常に笑顔でいることです。
優しい気持ちで接することで子どもたちが幼稚園を
好きでいられるのだと思います。たった５日間でし
たが、学んだことはたくさんあります。それらを今
後、しっかり生かせるようにしたいです。
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　私は、１日目も２日目も、担当のかたに言われたこ
とだけしかできず、立ち尽くすばかりでした。でも、
他のスタッフの皆さんは、時間を見つけては他の人
を手伝ったりなどして、時間を有効に使っていまし
た。私も見習ってしようとはするものの、立ち尽くし
ているばかりで、患者さんに「どうしたらいいの？」
と聞かれてもわからないまま、結局、迷惑をかけてし
まいました。私は、これまで仕事は学校より簡単だ
と思っていました。でも、このトライやる・ウィーク
を通して、どれだけ大変か分かりました。担当のかた
は、治療をして良くなった時に、患者さんに「ありが
とう」と言われるのが生きがいだと、おっしゃってい
ました。そのために、こんなにもがんばっているのだ
なぁと思い、感心しました。
　このトライやる・ウィークを終えて、ここで学んだ
ことを、これから生かしていきたいです。そして、い
つも私のために働いてくれている父や母に感謝を忘
れず、今自分がするべき事、できることは何かを考え
ながら、行動できるようにしたいと思います。
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　私が一番印象に残っている事は、「ありがとう」と
「ごめんね」は必ず園児に言ったり、言わせたりし
ていたことです。どちらもこれから人間関係を作る
にあたって欠かせない言葉です。「ありがとう」とい
うと、言った人も言われた人も、すごく良い気持ち
になります。「ごめんね」というときは、少し心の中
にためらう部分もあったりするものです。でも、ケ
ンカした友だちと仲直りできたり、きずなが深まる
きっかけをくれる言葉です。この２つは私も大切に
している言葉です。それを幼稚園の先生も伝えてい
たので、改めて大切だと実感しました。
　幼稚園で、言葉の大切さを学べるとは思ってもい
ませんでした。私がその大切さに気づけたのも、浜
風幼稚園の先生たちのおかげです。すごく充実した
１週間になりました。ありがとうございました。
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　はじめは園児と向き合わず掃除ばかりするように
していました。でもそれだけではこのトライやる・
ウィークで学べることも、三田谷学園に来た意味もな
いと思って、園児と向き合ってみようと思いました。
園児と向き合うといっても、会話がちゃんとできな
かったりして、どう向き合ってよいのかわかりませ
んでした。それで先生はどう接しているのかなあと
思って、たくさん話を聞きました。その中で私が一番
心に残っているのが先生の「障がいのある子を知り
たいと興味を持っている気持ちの方が大きかった」
という言葉です。私ももっと園児１人１人を知ろう
と思って名前を聞いて覚えたり、一緒に遊んでいく
うちに、園児の子も、ちゃんと私の目を見て話してく
れるようになりました。すごくうれしかったです。先
生の話の中で「みんなを幸せにするのが私たちの仕
事であり、この施設なんだよ」という言葉が出てきま
した。それで私は、福祉というのは国民１人１人を幸
せにする仕事なんだなあと思いました。
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　いかりスーパーマーケットでは、笑顔と大きな声
でのあいさつが合言葉でした。そのため朝の日課は
笑顔の体操と五大用語の声出しでした。指導してく
ださったみなさんは、笑顔が素敵で話すときもハキ
ハキしていて、「絶対こんなふうになるんだ」と思い、
毎晩笑顔の体操をしていました。そして少しずつで
はあるけれど、お客さまとすれ違ったときには声を
出すように意識していきました。するとだんだん自
信が持てるようになっていきました。
　そのとき感じたのが笑顔で大きな声で接客すると
自分自身気持ちがいいし、お客様も安心するという
ことです。そしてお客さまに信用してもらえるよう
になって、「がんばってね」や「ありがとう」などと声
を掛けてもらったときは、うれしくて疲れもふっと
びました。この１週間は、たくさんの人に支えられた
と感じます。思い出に残る１週間でした。
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���　11月12
401室ほか　�
学園女子大学名
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���　11月1
か　���　ノ
年賀状づくり　

������　10
　　　　　　記
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　今回ご協力いただいた事業主の皆さんに、心
から感謝申し上げます。今後ともご支援いただ
きますよう、よろしくお願いします。
　また、新たに今後の受け入れをしていただけ
る事業主のかたがいらっしゃいましたら、下記
へご連絡くださいますようお願いします。
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���　10月30日（土）午後１時～
館・青少年センター
（土足厳禁）　���
乳幼児と保護者　
���　ステージ・
遊び場ブースほか
����　上履き
※公共交通機関を
ご利用ください。
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　芦屋市要保護児童対策地域協議会では、児童虐待防止推進月間
である11月に講演会を実施します。奮って、ご参加ください。

�����　11月14日（日）午後１時～３時　
�����　保健福祉センター多目的ホール
������甲南大学文学部
　　　　　　　　人間学科教授・森茂起氏
�����　先着100人
������先着10人
�����　事前に電話で下記へ　

�������	
��
������������

������

��

��������

�������	

�������	

��������

�������	

�������	

��������

�������	

�������	

�������	

�������	

�������	

���

������
������

���　10月28
��　講義室　
マグラ」の背景
����　2,30
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���　11月24
��　ルナ・ホ
郎賞受賞・阿部
先着600人（要整
き（１枚・１人）
記入し、10月31
��
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